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   We report u case of carcinoma of the prostate in a 30-year-old man. Serum acid phosphatase 
was normal. A transrectal biopsy of the prostate demonstrated an undifferentiated carcinoma. 
Total prostatocystectomy was performed and subsequent pathologic report stated that the mass 
was an undifferentiated carcinoma of the prostate gland. Metastases to the intrapelvic lymph node 
were present. Although immunohistochemical prostatic acid phosphatase (PAP) activity was not 
demonstrated, prostatic specific antigen (PSA) staining revealed a positive reaction within the 
tumor cells, confirming prostatic carcinoma. The patient's course has been uneventful without 
any recurrence by the intermittent adjuvant chemotherapy 8 months postoperatively. Review of 
the literature in Japan disclosed 16 cases (including our case) of carcinoma of the prostate in 
patients under 40 years of age.
(Acta Urol. Jpn. 36: 617-622, 1990)













患 者=30歳,男 性,自 営 業
初 診:1988年10月31日































































































立 腺組 織 の リンパ管 内に も浸 潤 が み られ た 。膀 胱 お よ
び尿道 粘 膜上 皮細 胞に は 異型 性 が 認 め られ ず,腫 瘍細
胞は これ らの 上 皮細 胞 下 に密 な浸 潤 を示 し,そ のた め
膀 胱粘 膜 は所 々び らん状 に な って い た.ま た 数個 の リ
ンパ節 に も同様 の 腫瘍 細 胞 の転 移 所 見を 認 め た.
免疫 組 織化 学 的 所見'前 立 腺 特 異 抗 原(PSA)お
よび前 立 腺 酸性 ホ ス ファ ター ゼ(PAP)の 染色 に は
Biomeda社製 の 抗原 を 用 い た.約50%の 腫 瘍細 胞 の
細 胞 質にPSAの 陽 性 染色 所 見 が み られ た(Fig.5)
が,膀 胱 粘膜 下 や 尿道 に 浸 潤 した腫 瘍細 胞 お よび転 移
巣で は染 色 され なか った.PAPは 全 切片 で 陰性 で あ
った.
術後 経 過:術 後17日目よ り5FU,THP,CDDP
に よる化 学療 法 を開 始 した,ま た 導 入 療 法 と して,
CDDP25mgを 第1～3日 目に,THP20mgを 第
1,2日 目,5FU250mgを 第1日 目に投 与 した,
このregimenで3週 間 毎,3回 施 行 の上1989年1月
22日に 退 院 した.そ の後 維 持 療 法 と し て1ヵ 月 毎
CDDP50mg,THP20mg,5FU250mgを 投 与 し
つつ経 過 観察 中 で あ る.術 後8ヵ 月 現 在,再 発 転移 の
所 見を 認 め ない.
考 察
前立 腺癌 は,高 齢者 に み られ る疾 患 で40歳以 下 の若
年 者に 発 生す る こ とは きわ め て稀 で あ る.市 川1)によ
る前立 腺癌 の 本邦 統 計 では,791例 中40歳未 満 の症 例
は 僅か4例(0.5%)で あ り,NesbitandPlumb2)
の 報 告 で は795例 中2例(0.25%),ま たTjaden
ら3,の前 立腺 癌 集計 で も41歳以 下は,4,009例中3例
(0.075%)に認 め られ て い る にす ぎな い.
本邦 にお け る40歳以 下 の若 年 性 前 立腺 癌 症 例 は,わ



























Tablel.本邦 報 告 例










































































































































































腺 癌 患者 の 予 後 の 悪 い こ とを示 唆 してい る.最 近,
Culkinら28)は文 献 上,30歳以下 の前 立 腺癌 患 者16例
を 集 計 し,そ の生 存 期 間 は3～IOヵ 月 で,生 存 例 は無
か った と報 告 してい る.ま たBensonら29)も45歳以
下 の14例につ い て,Gleasontumorscore8～10の
もの で,13ヵ月 以上 生存 した ものは な か った と述べ て
い る 。 しか し,Chowら30)の 症 例 の よ うに,11歳 で
あ って も分 化型 腺 癌 で は,前 立腺 膀 胱 全摘 出後3年 以
上 の生 存 の報 告 も み ら れ る.若 年 性 前 立 腺癌 の予 後
は,そ の組 織型 と共 に早 期 発 見 お よび 根 治的 な 手術 に
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